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今
回
紹
介
す
る
臼
太
鼓
踊
り
は
、
昨

年
４
月
に
認
定
さ
れ
た
日
本
遺
産
の
構

成
文
化
財
の
１
つ
で
す
。
多
良
木
町
に

は
６
つ
の
地
区
に
残
っ
て
お
り
、
中
原

の
臼
太
鼓
踊
り
・
伏
間
田
の
臼
太
鼓
踊

り
・
青
木
の
臼
太
鼓
踊
り
は
熊
本
県
指

定
重
要
無
形
文
化
財
に
、
葛
沢
の
太
鼓

踊
り
・
東
光
寺
の
太
鼓
踊
り
・
上
槻
木

の
太
鼓
踊
り
は
多
良
木
町
の
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

臼
太
鼓
の
由
来

　

「
臼
太
鼓
踊
り
」
と
呼
ば
れ
る
太
鼓

踊
り
は
、
人
吉
球
磨
・
芦
北
地
方
の
ほ

か
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
に
も
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

「
球
磨
郡
誌
」
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代

の
人
吉
藩
主
に
よ
っ
て
、
武
道
奨
励
・

士
気
鼓
舞
の
た
め
に
始
め
ら
れ
た
も
の

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
は
源
平
合

戦
を
表
現
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の

踊
り
と
唄
は
、
古
老
よ
り
代
々
そ
の
地

域
の
青
年
に
継
承
さ
れ
る
も
の
で
、
以

前
は
長
男
で
な
け
れ
ば
踊
れ
な
い
ほ
ど

厳
格
な
習
慣
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
他
の
組
に
技
を
盗
ま
れ

な
い
よ
う
に
、
稽
古
の
際
に
は
見
張
り

番
を
た
て
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

相良７００年が生んだ保守と進取の文化
～日本でもっとも豊かな隠れ里～

中原の臼太鼓踊り文化庁が２０１５（平成２７）年に創設した「日本遺産」
第1号として、熊本県では唯一、人吉球磨が認定を受けました
広報たらぎでは、多良木町に関係する日本遺産の構成文化財を紐解くとともに、地域の宝として
活用する術を町民の皆さまと一緒に考えていきたいと思います

第
３
回　

臼
太
鼓
踊
り
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臼
太
鼓
の
基
本

　

多
良
木
町
の
「
臼
太
鼓
踊
り
」
は
、
太

鼓
打
ち
に
本
役
（
源
氏
方
）
５
人
、
垣
役

（
平
氏
方
）
５
人
、
鉦
打
ち
が
３
人
の
編

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
役
と
鉦
打
ち
が

主
役
で
、
垣
役
は
脇
役
で
す
。
で
す
か
ら
、

鉦
打
ち
の
３
人
は
本
役
の
後
ろ
に
い
ま
す
。

太
鼓
打
ち
に
は
各
々
に
頭
１
人
、
関
２
人
、

脇
２
人
が
お
り
、
頭
は
牛
の
角
形
の
兜
、

関
は
鹿
の
角
形
、
脇
は
鍬
形
の
兜
を
か
ぶ

り
ま
す
。
ま
た
、
踊
り
の
技
、
踊
り
の
演

目
、
唄
の
歌
詞
は
各
集
落
で
異
な
り
ま
す
。

衣
装
も
太
鼓
打
ち
は
男
性
的
で
単
衣
の
踊

り
着
物
に
、
手
甲
、
脚
絆
、
足
袋
、
草
鞋

を
身
に
つ
け
ま
す
。
鉦
打
ち
は
女
装
的
な

装
い
で
長
い
馬
の
毛
を
つ
け
た
シ
ャ
グ
マ

（
笠
）
を
か
ぶ
り
ま
す
。

２
つ
の
流
儀

　

「
葛
沢
臼
太
鼓
踊
之
解
説
」
に
よ
る
と
、

人
吉
・
球
磨
地
方
の
太
鼓
踊
り
に
は
２
つ

の
流
儀
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
め

は
「
上
り
判
官
踊
り
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
戦
場
に
お
も
む
き
、
戦
い
に
勝
つ
ま

で
を
表
現
し
、
前
踊
り
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

も
う
一
つ
は
「
下
り
判
官
踊
り
」
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、
戦
い
に
勝
っ
て
か
ら
お
城

へ
引
き
上
げ
る
ま
で
を
表
現
し
、
後
踊
り

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。「
上
り
判
官
踊
り
」

は
現
在
の
多
良
木
町
の
葛
沢
地
区
付
近
に

伝
承
さ
れ
、
「
下
り
判
官
踊
り
」
は
人
吉

城
下
付
近
の
地
区
に
伝
承
さ
れ
て
相
良
家

の
御
前
踊
り
に
使
用
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
各
々
の
見
分
け
方
と
し
て

「
葛
沢
臼
太
鼓
踊
之
解
説
」
で
は
、
太
鼓

を
打
つ
打
棒
の
返
し
方
、
す
な
わ
ち
腕
と

手
の
返
し
方
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
打
棒

を
内
よ
り
外
に
返
す
の
が
「
上
り
判
官
踊

り
」
で
、
打
棒
を
外
よ
り
内
に
返
す
の
が

「
下
り
判
官
踊
り
」
で
す
。

後
世
に
伝
え
る

　

現
在
多
良
木
町
に
は
、
中
原
・
伏
間

田
・
青
木
・
葛
沢
・
東
光
寺
・
上
槻
木
の

６
つ
の
地
区
に
太
鼓
踊
り
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
各
地
の
太
鼓
踊
り
で
は
、
今
、
後

継
者
不
足
の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
そ
の
地
区
の
男
性
に
よ
っ
て
継

承
さ
れ
て
き
た
太
鼓
踊
り
で
す
が
、
近
年

は
過
疎
化
に
よ
る
人
口
減
少
で
担
い
手
が

お
ら
ず
、
男
性
し
か
踊
れ
な
い
と
い
う
伝

統
を
見
直
し
女
性
も
参
加
し
て
い
る
地
区

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
地
で
後
世
に
伝
え
る

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

「
太
鼓
踊
り
の
心
と
技
」
を
途
絶
え
る
こ

と
な
く
継
承
し
、
見
守
っ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

新
し
い
取
組
み

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、
新
し

い
取
組
み
を
始
め
た
地
区
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
伏
間
田
地
区
で
す
。
相
良
三
十
三

観
音
め
ぐ
り
の
期
間
中
の
９
月
22
日
の
秋

分
の
日
に
、
中
山
観
音
堂
の
駐
車
場
で
臼

太
鼓
踊
り
を
初
め
て
披
露
し
ま
し
た
。
13

時
45
分
頃
か
ら
は
じ
ま
っ
た
臼
太
鼓
踊
り

は
お
よ
そ
50
分
間
で
終
わ
り
、
観
覧
者
の

数
は
の
べ
１
１
０
人
を
超
え
る
ほ
ど
で
し

た
。
こ
の
結
果
に
、
伏
間
田
太
鼓
踊
り
保

存
会
の
代
表
の
川
邉
正
弘
さ
ん
は
「
初
め

て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
緊
張
し

た
。
暑
い
時
期
か
ら
練
習
を
頑
張
っ
て
き

た
の
で
よ
か
っ
た
。
ま
た
来
年
度
も
や
り

た
い
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
新
た
に
披
露
す
る
機
会
を

増
や
す
こ
と
が
、
臼
太
鼓
踊
り
の
活
性
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
祭
礼
な
ど
で
臼
太

鼓
踊
り
が
披
露
さ
れ
る
機
会
が
多
く
あ
り

ま
す
。
祭
礼
に
行
か
れ
る
際
は
ご
観
覧
く

だ
さ
い
。

上槻木の臼太鼓踊り上槻木の臼太鼓踊り上槻木の臼太鼓踊り

９月22日の伏間田の臼太鼓踊り
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防災無線は常に電源を入れておきましょう

　

今
年
も
10
月
20
日
、
21
日
の
二

日
間
に
わ
た
り
恵
比
須
神
社
秋
季

大
祭
が
恵
比
須
神
社
奉
賛
会
主
催
、

多
良
木
町
商
工
会
の
共
催
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
パ
レ
ー
ド
で
は
、
ロ
ア
ッ

ソ
熊
本
の
小
林
弘
記
コ
ー
チ
と
ロ

ア
ッ
ソ
く
ん
が
駆
け
つ
け
、
神
輿

を
担
ぐ
な
ど
祭
り
に
花
を
添
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

21
日
に
開
催
さ
れ
た
恵
比
須
神

社
秋
季
大
祭
共
催
イ
ベ
ン
ト
の

「
え
び
す
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
は
、

雨
天
の
た
め
、
場
所
を
多
目
的
研

修
セ
ン
タ
ー
に
変
更
し
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

保
育
園
児
の
お
神
輿
や
各
小
学
校

児
童
に
よ
る
ダ
ン
ス
、
あ
い
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
発
表
、
カ
ム

ワ
ー
ク
た
ん
ぽ
ぽ
の
手
話
ソ
ン
グ
、

生
涯
学
習
教
室
の
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、

人
吉
地
区
法
人
会
に
よ
る
ク
イ
ズ
、

中
学
校
吹
奏
楽
演
奏
、
葛
沢
臼
太

鼓
踊
り
な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
会
場
は
大
き
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

恵
比
須
神
社
秋
季
大
祭

恵
比
須
神
社
秋
季
大
祭

恵
比
須
神
社
秋
季
大
祭
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防災無線は常に電源を入れておきましょう

　

10
月
２
日
に
、
え
び
す
広
場
、

交
流
館
石
倉
の
２
会
場
で
「
た
ら

ぎ
音
楽
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
日
差
し
は

真
夏
そ
の
も
の
の
暑
さ
の
中
、
約

40
組
２
０
０
名
の
出
演
者
が
、
バ

ン
ド
演
奏
や
の
ど
自
慢
、
合
唱
、

吹
奏
楽
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
演
奏
が
行
わ
れ
、
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
等
も
多
数
出
店
さ
れ
る
な
ど
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

今
年
の
ゲ
ス
ト
は
「
ガ
ン
バ
レ

ガ
ー
ル
！
・
マ
ケ
ル
ナ
ボ
ー
イ
！
」

で
お
な
じ
み
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
の
進
藤
久
明
さ
ん
。
来

場
さ
れ
た
お
客
さ
ん
を
巻
き
込
ん

で
の
ス
テ
ー
ジ
で
会
場
を
大
い
に

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

～まちは
　音楽一色～

　

な
お
、
み
ん
な
の
の
ど
自
慢
の

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優
　

勝
】

・H
O

W
A

R
D

 JA
M

ES FR
A

N
C

IS

「
海
の
声
（
桐
谷
　

健
太
）」

【
準
優
勝
】

・
上
村
　

聡
一
朗

「
最
後
の
雨2007

（
中
西 

保
志
）」

【
第
３
位
】

・
善
　

律
子

「
ひ
と
り
長
良
川（
水
森
か
お
り
）」

【
特
別
賞
】

・
中
山
　

良
一

「
刈
干
切
唄
（
宮
崎
県
民
謡
）」

・
藤
田
　

一
美

「
甲
賀
忍
法
帖
（
陰
陽
座
）」

負けないぞ熊本!!!
「ガンバレガール！・
 マケルナボーイ！」

ジャズ吹奏楽

のど自慢

子ども
カンタービレ

メインゲスト
進藤 久明さん ラップ

バンド演奏

オカリナ

優勝：HOWARD JAMES FRANCIS優勝：HOWARD JAMES FRANCIS優勝：HOWARD JAMES FRANCIS

特別賞：中山 良一特別賞：中山 良一特別賞：中山 良一 特別賞：藤田 一美特別賞：藤田 一美特別賞：藤田 一美
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Taragi Town Topics

　

花
の
栽
培
活
動
を
通
し
て
思
い
や

り
の
心
を
育
て
、
地
域
の
方
に
種
を

配
る
こ
と
で
思
い
や
り
の
心
を
広
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
人
権
の

花
」
運
動
の
終
了
式
が
10
月
５
日
、

黒
肥
地
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
辻
篤
子
さ
ん
か

ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ（
写
真
）、

児
童
代
表
と
し
て
６
年
の
源
島
百
音

さ
ん
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

５
月
の
花
の
種
植
え
か
ら
取
組
ん

だ
こ
の
運
動
は
、
こ
の
後
種
を
採
り

11
月
６
日
の
学
習
発
表
会
で
地
域
の

方
に
配
ら
れ
ま
す
。

黒肥地小学校
「人権の花」運動終了式

　

10
月
12
日
、
多
良
木
町
役
場
に
お

い
て
９
月
30
日
を
も
っ
て
人
権
擁
護

委
員
を
退
任
さ
れ
た
緒
方
昌
美
さ
ん

（
在
任
期
間
12
年
３
カ
月
）、木
村
輝

美
さ
ん
（
在
任
期
間
６
年
）
に
法
務

大
臣
感
謝
状
が
法
務
局
人
吉
支
局
長

よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
）

　

松
本
町
長
と
法
務
局
人
吉
支
局
長

か
ら
慰
労
の
言
葉
が
送
ら
れ
、
退
任

さ
れ
た
お
二
人
か
ら
は
「
多
く
の
方

と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
か
ら
は
別

の
形
で
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

退任人権擁護委員への
法務大臣感謝状伝達式

　

こ
の
た
び
、
平
成
28
年
10
月
１
日

付
け
で
川
邉
一
敎
さ
ん
（
久
４
区
）、

黒
木
亮
平
さ
ん
（
黒
８
区
）、
北
川

か
ほ
り
さ
ん
（
多
10
区
の
１
）
が
法

務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
３
年
間

で
、
特
設
相
談
所
等
に
お
い
て
面
談

又
は
電
話
に
よ
る
人
権
相
談
や
国
民

一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
を
高
め
る

た
め
、
様
々
な
人
権
啓
発
活
動
を
さ

れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
多
良
木
町
の
人
権
擁

護
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称

略
）

・
溝
口
一
美
（
久
３
区
）

・
松
本
喜
久
子
（
多
５
区
の
１
）

多良木町
人権擁護委員の紹介

　

10
月
２
日
、
熊
本
県
知
的
障
が
い

者
施
設
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ

れ
、
多
良
木
学
園
か
ら
も
ペ
タ
ン
ク

競
技
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

30
チ
ー
ム
の
参
加
の
中
、
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指
し
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負
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語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

多良木学園
スポーツ大会で優勝
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木
亮
平
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ん
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ね
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町民１人当たりの将来にわたる負担

●町民１人あたりの歳出決算額　（一般会計）
※町の歳出経費を平成２８年３月末の人口１０，０８４人で割って計算しています。

まちの財政（一般会計）を、年間収入３００万円の家庭に置き換えてみると１ケ月当たりの収入支出は･･･

約６０万０千円約２５万７千円

平成27年度
決算の概況決算の概況
平成27年度
決算の概況

　平成２７年度に町民の皆さんに納めていただい
た税金や、国・県からの補助金・地方交付税など
がどのくらい入り、どのように使われたかを示す
一般会計等決算の概況を次のとおり公表します。
　６７億１，０２５万円の歳入（収入）に対して６３
億３，５２８万円の歳出（支出）があり、差し引き３
億７，４９７万円は平成２８年度に繰越しました。

平成２８年３月末住民基本台帳人口　１０，０８４ 人

ぜひ
ご覧下さい!!

●町の貯金と借金　（一般会計　平成27年度末）

貯金　　２５億８，８４６万円　　　　　　借金　　６０億５，４８３万円

町民１人当たりの貯金

財源を調整する為の積立金残高・・ 9億6,742万円
借金を返す為の積立金残高・・・・・・ 10億7,977万円
その他の積立金残高・・・・・・・・・・・・ 5億4,127万円

上記のうち、地方債（借金）の種類ごとに異なり
ますが、毎年返済する元金と利子の30％～ 100％
が地方交付税（国から全国の市町村に配分される
お金）において措置されます。

６３万円／年

支出（283万円／年）
生活費など
（人件費・扶助費）
光熱水費、車の購入など
（物件費）
家や車の補修費
（維持補修費・災害復旧費）
町内会費・寄付金
（補助費等）
家の新築・改築など
（普通建設事業費）
ローン返済
（公債費）
子どもへの仕送り
（繰出金）
預金（貯金）
（積立金）

支出合計

77,182円
32.7％

27,852円
11.8％
3,776円
1.6％

37,293円
15.8％

28,560円
12.1％

25,963円
11.0％

32,336円
13.7％
3,068円
1.3％

236,030円
100.0％

収入(300万円／年間）
事業収入
（町税）

収入合計

28,500円
11.4％

250,000円
100.0％

パート収入
（使用料など）
その他
（繰越金、諸収入）
預金引出し
（基金の繰入れ）

親などからの援助
（地方交付税・補助金など）

小　計

小　計

借入金
（町債）

10,000円
4.0％

13,750円
5.5％

1,500円
0.6％

53,750円
21.5％

178,750円
71.5％

17,500円
7.0％

196,250円
78.5％

自
主
財
源

依
存
財
源

※四捨五入処理しておりますので合計が合わない場合があります。
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平成２７年度　決算報告
●支出　　　６３億３，５２８万円

●収入　　　６７億１，０２５万円

　決算額(一般会計)は、平成２６年度と比較して２億７８２万円、
３.４％の増となりました。
　目的別に見てみますと、民生費で１億６，５９９万円の増と大
幅に増えておりますが、これは、木質バイオマス利用施設整備
事業によるものです。また、地方創生推進事業や再生可能エネ
ルギー等導入事業などの完了に伴い、総務費において１億６，２
６３万円の増で２５．３％の増となっております。その他の費目
については全体的に昨年度より微増となっております。
　公債費（借金返済）につきましては平成２０年度決算をピー
クに減少傾向にありますが、引き続き多額の支出が必要で今後
も高い水準で推移する見込みです。

　決算額(一般会計)は、平成２６年度と比較して２億７，８１９万
円、４．３％の増となりました。
　主な増額の要因としましては、多面的機能支払推進事業や社
会資本整備総合交付金等の実施により国庫支出金・県支出金が
増額だったことや、地方消費税交付金の交付額が増額となった
ことなどがあげられます。
　収入総額の４４．７％を地方交付税（国からの配分金）が占め
ており、町税におきましては近年の景気低迷及び人口の減少等
により、平成２７年度については１．９％の減となりました。地
方交付税等の依存財源に頼った財政運営となっておりますので、
今後、地方交付税が減額されることになりますと更に厳しい財
政運営を迫られる事になります。

農林水産業費
10.4％ 教育費

6.9％

災害復旧費
0.5％

衛生費
10.6％

総務費
12.7％

土木費
8.7％

公債費
10.9％

民生費
33.8％

労働費 0.0％
商工費 0.7％

議会費 1.6％
消防費 3.2％

歳出総額
63億3,528万円

一般会計の目的別歳出決算の状況
（単位：万円）

民　生　費

公　債　費

土　木　費

総　務　費

衛　生　費

農林水産業費

教　育　費

災害復旧費

消　防　費

議　会　費

商　工　費

労　働　費

予　備　費

合　　　計

197,789

69,956

60,445

64,277

69,604

64,831

48,842

2,313

18,378

9,498

6,813

0

0

612,746

214,388

69,194

55,129

80,540

67,036

65,684

43,715

3,343

19,976

9,824

4,699

0

0

633,528

8.4

△ 1.1

△ 8.8

25.3

△ 3.7

1.3

△ 10.5

44.5

8.7

3.4

△ 31.0

0.0

0.0

3.4

平成26年度

決 算 額

平成27年度

決 算 額
前年度比
（ ％ ）

　　　　年度
款

一般会計の歳入決算の状況
（単位：万円）

地 方 交 付 税

町　　　　　税

県　支　出　金

国 庫 支 出 金

町　　　　　債

繰　　越　　金

地方譲与税等

財産収入及び諸収入

負担金及び使用料

繰　　入　　金

寄　　附　　金

合　　　　　計

290,225

77,954

63,430

67,129

51,540

36,141

19,754

11,358

19,104

5,919

652

643,206

300,191

76,445

77,631

73,977

47,202

30,460

28,239

13,513

21,181

730

1,456

671,025

3.4

△ 1.9

22.4

10.2

△ 8.4

△ 15.7

43.0

19.0

10.9

△ 87.7

123.3

4.3

平成26年度

決 算 額

平成27年度

決 算 額
前年度比
（ ％ ）

　　　　年度
款

歳入総額
67億1,025万円

国庫支出金
11.0％

町債
7.0％

県支出金
11.6％

町税
11.4％

地方交付税
44.7％

寄附金 0.2％
繰入金 0.1％

負担金及び使用料 3.2％

財産収入及び諸収入 2.0％

地方譲与税等 4.2％

繰越金 4.6％
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特別会計の決算 平成２７年度の主な事業費
総務費
地方創生（地域消費喚起・生活支援型）推進事業 ２，４４１万円
地方創生（先行型）推進事業  ３，０７０万円
再生可能エネルギー等導入事業   １，７９５万円
民生費
臨時福祉給付金事業                        １，８６９万円
介護・訓練等給付事業                  ３億３，６７３万円
児童手当給付事業                           １億５，５６９万円
子育て世帯臨時特例給付事業             ４，４３１万円
木質バイオマス利用施設整備事業        １億１，６４４万円

公債費
起債(借入金）の償還                       ６億９，１９４万円

災害復旧費
農業用施設災害復旧事業            １８５万円
林業用施設災害復旧事業（繰越分含む）        ２，６９６万円
公共土木施設災害復旧事業                 ４６３万円

教育費
黒肥地小学校校舎改修事業             ２，０６３万円
町民体育館トレーニング器具購入事業          ９８３万円

消防費
上球磨消防組合負担金                     １億３，２５３万円
小型動力ポンプ購入                       ５５９万円
耐震性貯水槽設置事業                     １，１１９万円

土木費
社会資本整備総合交付金事業（繰越分含む）    １億６，５９９万円
町道湯原線整備事業（繰越分含む）                   ５，２１７万円
町道小田原庚申線整備事業（繰越分）                ２，７６１万円
町営住宅覚井団地下水道接続事業                   １，５５５万円

商工費
多良木町商工会運営補助                   １，１３１万円
多良木町緊急地域経済対策事業（住宅リフォーム） ４９２万円
歴史回廊たらぎ交流促進事業                    ７１９万円

農林水産業費
中山間地域等直接支払制度交付金          ９，３４９万円
多面的機能支払事業費                         ５，１７８万円
多面的機能支払長寿命化事業費         ４，１９５万円
大久保地区畑地帯総合整備事業費    ２，４５５万円
第二多良木地区基盤整備事業費      ５，６６７万円
林道槻木南線改良事業   １，０３４万円
林道荒水谷線舗装事業       ３，５１２万円

衛生費
人吉球磨広域行政組合負担金（ごみ処理施設等） １億４，９９８万円
球磨郡公立多良木病院負担金                ２億５，３４２万円
乳幼児医療費扶助事業                          ４，０２４万円

国民健康保険特別会計（事業勘定）
         平成26年度　 平成27年度　
歳入   ―　　  １６億９，０８２万円
歳出          ―　　 １６億１，５６１万円
差引額   ―　　 ７，５２１万円

国民健康保険特別会計（直診勘定）
      平成26年度　 平成27年度　
歳入        ―　　  ６９５万円
歳出      ―　　 ６９５万円
差引額  ―　　   ０万円

後期高齢者医療特別会計
         平成26年度　 平成27年度　
歳入     １億３，１８３万円 １億３，３４７万円
歳出 １億２，９９６万円 １億３，２３０万円
差引額  １８７万円 １１７万円

介護保険特別会計
             平成26年度　       平成27年度　
歳入       １４億７，７４８万円 １５億０，８１１万円
歳出         １４億２，７５５万円 １４億４，０８１万円
差引額         ４，９９３万円   ６，７３０万円

久米財産区特別会計
         平成26年度　 平成27年度　
歳入 ６６６万円 ２，３３４万円
歳出    ５９７万円 ２，１６７万円
差引額 ６９万円 １６７万円

下水道事業特別会計
         平成26年度　 平成27年度　
歳入   ５億０，３１５万円 ４億９，２８３万円
歳出    ４億８，５３８万円 ４億８，０３６万円
差引額 １，７７７万円 １，２４７万円

上水道事業特別会計
収益的収支  平成26年度　 平成27年度　
収入    １億８，８０４万円 １億８，７７３万円
支出    １億７，６２５万円 １億５，８９２万円
差引額  １，１７９万円 ２，８８１万円
資本的収支  平成26年度　 平成27年度　
収入   ３２５万円 ２３６万円
支出    ６，１３７万円 １億０，５８１万円
差引額  △５，８１２万円 △１億０，３４５万円

※資本的収支の不足額については過年度分損益勘定留保資金で
補塡しています。

　自治体の財政を適正に運営することを目的として、国では平成１９年に財政健全化法を定めました。
　この法律は、新たな財政指標により、早期健全化と財政再生の２段階で自治体の財政悪化をチェックするとともに、特別会計
や公営企業会計も合わせた連結決算により、自治体の財政状況を明らかにしようとするものです。
　この財政指標では、早期健全化基準（黄信号）と財政再生基準（赤信号）が定められ、さらに上・下水道などの公営企業
会計についても個別に経営健全化基準（黄信号）が定められています。
　平成２０年度の決算からは、この指標のいずれかが基準を上回った自治体には、財政の健全化に向けた計画の策定など、さま
ざまな制約が課せられます。
　平成２７年度の決算に基づく算定の結果、多良木町では、いずれの指標も早期健全化基準を下回る数値となっています。

財政健全化判断比率の公表について

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は赤字がないため、比率は発生しません。
※資金不足比率については公営企業会計に赤字がないため、比率は発生しません。

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率

多良木町
－
－

１１．０％
６８．３％

早期健全化基準
１５％
２０％
２５％
３５０％

財政再生基準
２０％
３０％
３５％
－
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１　収入及び支出の概況
　本町の平成２８年度上半期（平成２８年９月末日現在、予算については９月補正後）における、各会計
ごとの収入及び支出の状況は次のとおりです。

　地方公共団体の行政運営の基本的な経費を網羅して計上した会計で、他の特別会計で計上される以外の
すべての経費を処理しています。
　平成２８年度は当初予算額６２億８，０００万円に３回の補正を行い、２億３，２３６万円を追加しています。

私たちのまちの家計簿

一般会計　予算額総額：　６５億１，２３６万円

　主な収入済額は、地方交付税20億
9,795万円、町税4億4,819万円、地
方消費税交付金9,986万円で、全体
の収入率は51.5%となっています。な
お、国県支出金や町債など工事等に
伴う歳入については、出納閉鎖（5月
31日）前までに収入予定となります。

歳　入
　　　　区分
科目

説　　　　　明
予算額Ａ 収入率

Ｂ/Ａ構成比金　額構成比金　額
収入済額Ｂ

町　　　　　税 町民の方々から納付して頂いた税金

108

地 方 譲 与 税 国が国税として徴収し、一定基準によって町に譲与される税

利子割交付金等 預金利子等の所得に対し分離課税される県民税
収入から町に交付されるもの

地方消費税交付税 消費税から地方消費税として町へ交付されるもの
自動車取得税
交　　付　　金 県に納付された自動車取得税の約70％を交付

地方特例交付金 地方税の減税に伴う減収額を補てんするため国から交付
地 方 交 付 税 町が自主的に行政を執行できるよう国から交付される財源
交通安全対策
特 別 交 付 金 町が交通安全施設の整備を行うため国から交付

分担金及び負担金 保育園の保護者負担金等
使用料及び手数料 各種施設の使用料等
国 庫 支 出 金 国が交付する補助金等

県が交付する補助金等
町有林の間伐木売払収入等
町民の方々や、ふるさと納税等による寄附金
基金等からの繰入金
前年度繰越金
健康診断個人負担金等雑収入
国などから借りた借金等

県　支　出　金
財　産　収　入
寄　　附　　金
繰　　入　　金
繰　　越　　金
諸　　収　　入
町　　　　　債
合　　　　　計

単位：万円

74,590
6,749

1,954

810

155
249,159

8,398
9,648
75,847
74,717
5,995
1,160
33,736
31,600
7,924
49,460
651,236

19,226

11.4%
1.0%

0.3%

1.3%
1.5%
11.7%
11.5%
0.9%
0.2%
5.2%
4.9%
1.2%
7.6%

100.0%

0.0%

2.9%

0.1%

0.0%
38.3%

44,819
1,888

59

53

2,688
5,113
14,048
8,661
628
381
0

35,868
1,240

0
335,678

296

155
209,795

9,986

13.3%
0.6%

0.0%

0.0%

0.8%
1.5%
4.2%
2.6%
0.2%
0.1%
0.0%
10.7%
0.4%
0.0%

100.0%

0.1%

0.0%
62.5%

3.0%

60.1%
28.0%

3.0%

100.0%
84.2%

49.1%

32.0%
53.0%
18.5%
11.6%
10.5%
32.8%
0.0%

113.5%
15.6%
0.0%
51.5%

51.9%

36.5%

及び支出の概況
平成２８年度上半期　町の財政事情平成２８年度上半期　町の財政事情平成２８年度上半期　町の財政事情

地方交付税
62.5%

収入済額 335,678万円の構成
諸収入・寄附金 0.5%

繰越金繰越金
10.7%10.7%
繰越金
10.7%

地方譲与税・
地方消費税交付金など

3.7%

町税
13.3%

国・県支出金
6.8%

使用料及び手数料 1.5%
分担金及び負担金 0.8%
財産収入 0.2%
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　支出率は35.6％で、
歳入と同様に工事等
に伴う歳出について
は、出納閉鎖前に支
出予定となっていま
す。

歳　出
　　　　　　　　　　　　 区分
科目

予算額Ａ 支出率
Ｂ/Ａ構成比金　額構成比金　額

支出済額Ｂ

議　　会　　費
議会の開催など

総　　務　　費
施設管理・電算・広報など

民　　生　　費
福祉事業・保育所など

衛　　生　　費
ごみ処理・住民検診など

農林水産業費
農地、森林整備など

商　　工　　費
商工業の振興、観光など

土　　木　　費
道路、河川の整備など

消　　防　　費
消防活動、災害対策など

教　　育　　費
各学校の管理など

災 害 復 旧 費
道路、農地、林道の復旧

公　　債　　費
借金の返済

予　　備　　費
　

合　　　　　計

単位：万円

7,980

78,254

205,219

67,838

83,045

5,978

58,625

24,244

50,742

4,312

64,503

496

651,236

1.2%

12.0%

31.5%

10.4%

12.8%

0.9%

9.0%

3.7%

7.8%

0.7%

9.9%

0.1%

100.0%

4,196

25,351

88,799

30,499

11,389

2,804

5,312

12,864

19,216

212

31,169

0

231,811

1.8%

10.9%

38.3%

13.2%

4.9%

1.2%

2.3%

5.5%

8.3%

0.1%

13.5%

0.0%

100.0%

52.6%

32.4%

43.3%

45.0%

13.7%

46.9%

9.1%

53.1%

37.9%

4.9%

48.3%

0.0%

35.6%

支出済額 231,811万円の構成

民生費
38.3%

衛生費
13.2%

総務費
10.9%

議会費 1.8%

公債費
13.5%

農林水産業費 4.9%

商工費 1.2%
土木費 2.3%

消防費 5.5%
教育費
8.3%

災害復旧費 0.1%
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特別会計予算額合計：　３５億２，５１２万円

平成２８年度の住民一人あたりの町税の負担額　７６，７６８円
　平成２８年９月末日における町税全体（国民健康保険税を除く）の調定額は７億６，８０７万円で、これを多良木町
の人口１０，００５人（平成28年９月30日現在）で割りますと、住民一人当たり ７６，７６８円となります。

●町民税
個人及び法人等に対し「所得割」又は
「均等割及び所得割若しくは法人税割の
合計額」によって賦課される税。

●固定資産税
固定資産（土地、家屋及び償却資産）に
対し賦課される税。

●軽自動車税
原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自
動車及び二輪の小型自動車に対し賦課さ
れる税。

●市町村たばこ税
たばこの製造者等が、製造たばこを小売
業者に売り渡す場合において賦課される
税。

２　住民負担の状況

町民税 固定資産税 軽自動車税 市町村たばこ税

円

収入済額
支出済額

予算額に対する収支割合

●国民健康保険特別会計
　国民健康保険事業の歳入歳出等の財務に関する
　会計。
●後期高齢者医療特別会計
　75歳以上の方及び65歳以上の一定以上の障害の
　ある方への医療サービスを提供するための会計。
●介護保険特別会計
　介護保険事業の歳入歳出等の財務に関する会計。

●久米財産区特別会計
　区有林経営事業の円滑な運営とその経理の適正化を
　図るために設置。
●下水道事業特別会計
　下水道事業の円滑な運営とその経理の適正化を図る
　ために設置。

特定の事業を行うときなどに経理を他の会計と区別する必要があるとき法律や条例に基づいて設置しています。

各特別会計収支状況 （単位：万円）
　　　　　　　　　　区　分
会計名 予算額 収入済額 支出済額

収入率 支出率
国民健康保険特別会計（事業勘定）
国民健康保険特別会計（直診勘定）
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
久 米 財 産 区 特 別 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計

合計

156,507
695

13,888
151,560

881
28,981
352,512

71,759
0

3,506
77,914
170
6,223

159,572

45.9%
0.0%
25.2%
51.4%
19.3%
21.5%
45.3%

64,886
462
2,311
60,388

90
13,142
141,279

41.5%
66.5%
16.6%
39.8%
10.2%
45.3%
40.1%

100.0％

50.0％

0.0％
下
水
道

久
米
財
産
区

介
護
保
険

後
期
高
齢
者

国
民
健
康
保
険

（
直
診
勘
定
）

国
民
健
康
保
険

（
事
業
勘
定
）

45.9%
41.5%

0.0％

66.5%

25.2%
16.6%

51.4%
39.8%39.8%39.8%

19.3%
10.2%

21.5%

45.3%

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

平成26年度
平成27年度
平成28年度

35,764 35,37933,510
35,872

34,826
35,964

3,2903,2904,079
5,945 6,088

3,215
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３　公営事業の経理の状況（上水道事業会計）
　　平成２８年９月末日における上水道事業会計の経理の状況は、次のとおりです。
収益的収入及び支出 （単位：万円）

一般会計（借入先別） （単位：万円）

区　　　分 予算額Ａ 収支済額Ｂ Ｂ／Ａ

収　

入

水道事業収益
内
訳

営 業 収 益
営業外収益

支　
　

出

水道事業費用

内　

訳

営 業 費 用
営業外費用
特 別 損 失

資本的収入及び支出 （単位：万円）
区　　　分 予算額Ａ 収支済額Ｂ Ｂ／Ａ

収　

入

資 本 的 収 入
内
訳

企　 業 　債
出資金、負担金

支　

出

資 本 的 支 出
内
訳
建設改良費
企業債償還金

0
0
0

2,163
147
2,016

0.0%
0.0%
0.0%
18.9%
2.0%
49.6%

４　財産、公債及び一時借入金の現在高
公有財産の状況

公債現在高の状況　 公債現在高総額（一般会計及び特別会計）　７９億７，２９７万円

一時借入金現在高の状況

　平成２８年９月末日における公有財産の状況は、次のとおりです。
●行政財産
　地方公共団体において公用又は公共用に供し、又は供する
　事と決定した財産。（地方公共団体の行政執行の物的手段
　として行政目的の効果的達成のために利用されるべきもの）

●普通財産
　行政財産以外の一切の財産。（行政財産のように行政執行
　上の用具として直接使用されるべきものではなく、その経
　済的効果を保全発揮することにより、間接的に地方公共団
　体の行政に貢献せしめるため、原則として一般私法の適用
　を受けて管理処分が行われるべき性質のもの）

項　　目 土　地　㎡ 建　　物
延面積　㎡ 棟数

行　

政　

財　

産

本　　庁　　舎
そ の 他 の 施 設

公
共
用
財
産

小　 学 　校
中　 学 　校
公 営 住 宅
公　　　　園
そ　 の 　他

計
普 

通 

財 

産

宅　　　　　地

山　　　　　林

山　　　　　林
原　　　　　野
そ　　の　　他

計
合　　計

13,037
1,878
75,472
30,746
67,955
26,145
216,878
491,278
923,389
44,778

11,943,925
461,435

12,450,138
13,373,527

5,133
2,078
14,917
7,418
19,676
314

20,119

69,655
984

984
70,639

11
17
33
16
127
11
83

298
14

14
312

　　　　　　　　元金
借入先

平成27年度
末 現 在 高

平成28年度
発行予定額

平成28年度
償 還 元 金 差引現在高

1  政　　府　　資　　金

2  地 方 公 営 企 業 等

財 政 融 資 資 金
簡易生命保険資金等

3  市　　中　　銀　　行
4  そ の 他の金融機関
5  共　　　 済 　　　等
6  そ　　　 の 　　　他

合　　　　　計

486,175
470,411
15,764
61,020
7,273
50,178

0
837

605,483

50,740
50,740

0
0
0
0
0
0

50,740

46,909
43,186
3,723
4,540
510
5,278

0
439

57,676

490,006
477,965
12,041
56,480
6,763
44,900

0
398

598,547 
特別会計 （単位：万円）
　　　　　　　　元金
会計

平成27年度
末 現 在 高

平成28年度
発行予定額

平成28年度
償 還 元 金 差引現在高

国民健康保険特別会計

合　　　　　計
下 水 道 事 業 特 別 会 計

600
209,252
209,852

0
2,760
2,760

600
13,262
13,862

0
198,750 
198,750 

※万円単位以下を四捨五入で表示しているため差引現在高に誤差が生じる場合があります。

平成２８年９月末日現在　一時借入金額現在高 なし

●一時借入金
　会計年度中に一時的に収支の不均衡を生じ、歳計現金が不足した場合に、その支払資金の不足を補うために地方公共
団体が借り入れる借入金をいう。
　一時借入金は、予算には歳入として計上しないものであり、その会計年度の歳入をもって、その会計年度において、
償還しなければならない。

公債現在高の構成

※資本的収入が資本的支出に対し不足する額は、過年度分
　損益勘定留保資金で補塡するものとする。

17,737
15,939
1,798
17,446
15,352
2,094

0

8,488
8,486

2
2,568
1,869
699
0

47.9%
53.2%
0.1%
14.7%
12.2%
33.4%

0
0
0

11,456
7,392
4,064

一般会計
75.1%

国民健康保険
特別会計
0.0%

下水道事業
特別会計
24.9%
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地域おこし協力隊通信vol.3
　

今
回
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信
は
、

お
そ
ら
く
日
本
初
の
農
家
民
宿
居
酒
屋
兼

ラ
ー
メ
ン
屋
を
経
営
さ
れ
て
い
る
「
農
家

民
宿 
ゆ
う
が
の
杜
」
の
宮
本
裕
子
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
農
家
民
宿
を
開
業
し
よ
う
と
思
っ
た
き

っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
19
年
に
人
吉
球
磨
の
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
作
っ
た
東
洋
大
学
の
青
木
教

授
の
講
演
会
を
聴
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
。

　
大
分
県
安
心
院
町
の
農
家
民
宿
を
さ
れ

て
い
る
方
も
参
加
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
方

と
お
話
す
る
と
私
で
も
で
き
る
と
思
い
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
の
年
の
12
月
に
開
業
し

ま
し
た
。

防災無線は常に電源を入れておきましょう

平日は毎日更新中！

▽
ラ
ー
メ
ン
の
営
業
は
平
日
の
月
・
水
・
金

に
行
っ
て
い
る
。
あ
っ
さ
り
塩
味
で
ス
ー
プ

ま
で
一
気
に
飲
み
干
せ
る
。
価
格
設
定
も
非

常
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。

【ゆうがの杜】
多良⽊町久⽶にある農家⺠宿。
おそらく⽇本初の農家⺠宿居酒屋兼ラーメン屋として
多くの受け⼊れを⾏っている。

現在、農家⺠宿開業者を募集中です。
農家でなくても開業できます。
詳しくは
多良⽊町役場企画観光課 宗像まで。
TEL 0966-42-1257
公⽤携帯 080-8569-2053

です。

で。

QA

　
農
家
民
宿
を
開
業
さ
せ
て
よ
か
っ
た
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
え
て
、
会
話
が
で

き
る
こ
と
で
す
。
お
金
儲
け
よ
り
も
人
儲

け
と
い
う
考
え
方
な
の
で
、
交
流
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
県
内
だ
け
で
は
な
く
、
東

北
や
東
京
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
お
客
さ
ん

も
来
ま
し
た
。
帰
っ
た
後
も
、
贈
り
物
を

し
合
う
な
ど
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

QA
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保健センターだより

 公立多良木病院にブルーライトが灯ります！
　ブルーライトアップ活動は、糖尿病の予防を周知するため
に、シンボルカラーのブルーに建造物をライトアップする活
動で平成19年から世界各地で展開し今年で10年目になりま
す。人吉球磨地域でも平成26年から取組んでおり、昨年は7
ヶ所の医療機関（人吉医療センター、公立多良木病院、球磨
病院、堤病院、緒方医院、岩井クリニック、外山胃腸病院）
に1ヶ月間、ライトが灯りました。人吉球磨では、今年も引
き続きブルーライトアップ活動を通し、地域一体となった取
組みで糖尿病の発症、重症化予防を目指します。

 糖尿病が増えています！（多良木町の国保医療費より）　
　多良木町の一人あたりの国保医療費は、平成27年度26,705円（45市町村中39位）で低いほう
ですが、H25年度21,796円（44位）からすると費用が増えてきています。表１の医療費総額に占
める割合を国・県と比較すると、多良木町は糖尿病と高血圧に対する医療費の割合が高い状況がわ
かります。また、他の疾患は割合が減少したのですが、糖尿病については6.31％から7.17％に割
合が増えていました。

　糖尿病や高血圧が悪化すると、慢性腎不全や脳 塞・脳出血をひき起こす可能性があります。そ
うなると、医療費はさらに高額になり、生活を大きく変えなくてはならなくなります。糖尿病や高
血圧は、きちんと治療を継続し、医師の指示を守って生活していけば上手に付き合っていける病気
です。自己判断で治療を中断しないようにしましょう。
　健診後に紹介状が出た方で、病院を受診していない方はいらっしゃいませんか？健診を受けずに
過ごしている方はいませんか？生活習慣病は静かに進行する病気です。症状が出てからでは遅い場
合も多くあります。治療が必要な方は早急に受診をし、年に1回は健診を受診しましょう。

　　（参考：H28.7月熊本県国保連合会作成資料）

11月14日は「世界糖尿病デー」
～人吉球磨地域ブルーライトアップ活動～

表1　多良木町国保総医療費に占める割合

（於　公立多良木病院）

糖　　　尿　　　病
高 　 血 　 圧 　 症
脂　質　異　常　症
慢性腎不全（透析有）
慢性腎不全（透析無）
脳 塞 ・ 脳 出 血
狭心症・心筋 塞

多良木町
7.17%
7.36％
2.47%
6.14%
0.32%
1.74%
1.21%

県
5.20%
4.95%
2.61%
6.75%
0.33%
1.99%
1.39%

国
5.44%
5.16%
3.02%
5.30%
0.36%
2.28%
2.19%

総医療費に占める割合（％）　H27年度
疾　　病　　名
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　出張年金相談会が人吉・球磨郡で、毎週３回開催されます。
　多良木町の開催日程は、約２週間に１回、水曜日となります。
①会場及び開催日　　多良木町役場　１階　町民相談室
　○平成２８年１２月１４日（水）　　○平成２８年１２月２８日（水）
　○平成２９年　１月１１日（水）　　○平成２９年　１月２５日（水）

年金相談会の日程について

相談会スケジュール
１２　　　　月

土金木水火月日
３１

10５
人吉

６ ８

1712
人吉

13 15

2420 22

２
人吉

７
錦

９
人吉

14
多良木

16
人吉

21
錦

27 2928
多良木

23
天皇誕生日

3130

４

11

18

25

19
人吉

26
人吉

１　　　　月

土金木水火月日
７６

人吉

９
成人の日

10 1211
多良木

２ ３ ５４
錦

1413
人吉

16
人吉

17 18
錦

19 20
人吉

21

2423
人吉

25
多良木

31

８

１

15

22

29 30
人吉

26 27
人吉

28

○多良木会場  多良木町役場１Ｆ町民相談室

○錦会場  社会福祉協議会（温泉センター）    ○人吉会場　消費生活センター

年金相談会は完全予約制になっております。　　　
ご予約はご相談希望日の前日午後５時まで受付

お手元に年金手帳をご準備下さい。

TEL0965－35－6123
自動音声案内に従って番号を押してください

お手元に年金手帳をご準備下さい。

市町村役場担当窓口を訪問

年金相談予約申し込み票にご記入下さい。

窓口に提出して、予約日時をご確認下さい。お客様相談室へつながります。

お電話で 窓口で

ご予約の方法は二通り

②予約について

予約先　日本年金機構八代年金事務所　お客様相談室　電話（0965）35－6123
◇予約枠10（月・水）①  9：00　②  9：40　③10：20　④11：00　⑤13：00　⑥13：40　⑦14：20
　　　　　　　　  ⑧15：00　⑨15：40　⑩16：20
◇予約枠７（金）　　①  9：40　②10：20　③11：00　④13：00　⑤13：40　⑥14：20　⑦15：00

国⺠年⾦インフォメーション

予約状況により、ご希望日時のご予約をお受けできない場合があります。

１  年金請求・受取・相談の予約

2  年金相談のご予約や、そのほかの
　ご用件、または職員にご用の方

ダイヤル回線の方や、操作方法、またはお問い合わせ先が
ご不明なときは、番号を押さずそのままお待ちください
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教育委員会だより

　１０月１５日（土）に多良木町交流館石倉
にて開催されました。
　出場者の皆様、大変お疲れさまでした。

◆子どもの部
　優勝　　竹本　遥希
　準優勝　魚住　朋花
　三位　　山下　寛大

◆一般の部
　優勝　　深水　富男　
　準優勝　森　　義富　
　三位　　愛瀬　留雄

　11月4日（金）より、第９回多良木町小中学校書写
展を開催します。是非足をお運びいただき、子供達
の作品をごゆっくりご覧ください。

※展示期間と場所は以下のとおりです。

第８回多良木町小中学校書写展の開催第８回多良木町小中学校書写展の開催第８回多良木町小中学校書写展の開催 球磨拳世界大会2016の
成績について

　町内小・中・高校生を対象とした標語と絵手紙を募集し、多良木町人権教育推進協議会
にて審査しました結果、標語の部１２名、絵手紙の部９名の方が決定しました。
　今月は、標語の部の最優秀作品及び優秀作品を紹介致します。今後は、１２月の人権週間に併せて
子ども人権作品展を開催するとともに、町独自の人権ポスターを作製し、町内各所に掲示する予定で
す。皆様もこれを基に人権について少し考えてみませんか。
標語の部　最優秀作品　　　
「やめなよと　言えたら君は　ＨＥＲＯだ！！」 高２　糸原　明穂　
優秀作品
「ともだちは　みんなだいじな　たからもの」 小１　村山　大河
「だいじょうぶ？たった一言で　すくわれる」 小２　森田　稟希
「えがおには　まほうのおくすり　入ってる」　 小３　上治　南凰
  「『ごめんなさい』自分から言えると　うれしいな」 小４　川口　倖太
「『だいじょうぶ』一人じゃないよ　みんないる」 小５　愛甲　結都
「大切にしよう　友だちの思いを　考える心」　 小６　那良　晴翔
「あの時のあなたがくれた思いやり
　　　　　　　　　　　今度は私が伝える番」　 中１　福島　愛梨
「考えよう　他人の心　自分の行動」  中２　西　　駿風
「探そうよ　一人一人の　いいところ」　 中３　山下　真未
「認め合おう　自分と相手の　よいところ」　 高１　柿口　瑞貴
「ださいよイジメ　つけようケジメ
　　　　　　　つながるはずだ　みんなの絆」 高３　町田　悠貴

多良木町人権作品審査結果について

学　　校

黒肥地小学校
柳野分校

多良木中学校

多目的研修センター2階

多良木小学校

槻木小学校

久米小学校

平成28年11月4日（金)～
　平成28年11月10日（木）

平成28年11月11日（金)～
　平成28年11月13日（日）
平成28年11月14日（月)～
　平成28年11月16日（水）

平成28年11月17日（木）～
　平成28年11月27日（日）

平成28年11月28日（月）～
　平成28年12月5日（月）

平成28年12月6日（火）～
　平成28年12月12日（月）

展　示　期　間

熊本県人権啓発
キャラクター
「コッコロ」

「コッコロ」は、

県の花「リンドウ」の

帽子をかぶり、人権尊重

の温かさ、やさしさを手

と体（羽）のハートから

発し、みんなに優しい心

を伝える、人権啓発

キャラクターです。
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Informa on　

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
お
こ
る
病
気
で
す
。
感

染
し
て
も
早
期
に
発
見
し
治
療
を
始
め

る
こ
と
で
、
発
病
を
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
大
切
な
人
へ
の
感
染
を
広

げ
な
い
た
め
に
も
、
一
度
、
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

▼
日　

時

　

１
　

午
前
検
査

　
　
　

平
成
28
年
11
月
29
日(

火)

か
ら

　
　
　

12
月
２
日(

金)

　
　
　

午
前
９
時
か
ら
12
時

　

２
　

夜
間
検
査

　
　
　

平
成
28
年
12
月
１
日(

木)

　
　
　

午
後
５
時
か
ら
７
時

▼
検
査
内
容
（
採
血
）

　

１
　

エ
イ
ズ
検
査

　

２
　

性
感
染
症
検
査

　

３
　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

▼
検
査
会
場
・
連
絡
先

　

熊
本
県
人
吉
保
健
所

　

人
吉
市
寺
町
１
２-

１

　

電
話
　

０
９
６
６-

２
２-

３
１
０
７

　

担
当
　

吉
田

○
「
教
育
現
場
の
取
組
」

○
「
家
族
の
問
題
」

▼
日　

時

　

平
成
28
年
11
月
20
日（
日
）

　

13
時
30
分
か
ら
16
時
40
分

▼
場　

所
　

ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル
サ

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

電
話
　

０
９
６-

３
３
３-

２
２
１
０

※
当
日
参
加
も
可
能

　

生
物
多
様
性
に
関
す
る
学
習
や
自
然

観
察
を
通
し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
に

つ
い
て
考
え
る
講
座
で
す
。

▼
開
催
日

　

平
成
28
年
11
月
26
日（
土
）お
よ
び

　

12
月
10
日（
土
）

▼
会　

場

　

熊
本
県
立
大
学
、県
林
業
研
究
指
導
所

▼
募
集
締
切
　

11
月
23
日（
水
）

▼
問
合
せ
先

　

熊
本
県
自
然
保
護
課

　

電
話
　

０
９
６-

３
３
３-

２
２
７
４

　

経
済
的
な
事
情
に
よ
り
お
困
り
の
方

の
た
め
に
、
生
活
保
護
に
関
す
る
無
料

相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
日　

時
　

12
月
10
日（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

▼
面
接
相
談

　

熊
本
県
司
法
書
士
会
館
２
階

▼
電
話
相
談

　

電
話
　

０
９
６-

３
６
４-

０
８
０
０

▼
相
談
料
　

無
料

　

次
回
の
人
権
相
談
は
次
の
日
程
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時
　

12
月
５
日（
月
）

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

▼
場　

所
　

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
１

　

階
　

中
会
議
室

▼
相
談
料
　

無
料

▼
問
合
せ
先

　

町
民
福
祉
課
戸
籍
住
民
登
録
係

　

電
話
　

４
２-
１
２
５
６
（
直
通
）

12
月
１
日
は「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」無
料
・
匿
名
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

「
生
物
多
様
性
く
ま
も
と

セ
ミ
ナ
ー
」受
講
者
募
集

「
熊
本
県
ハ
ン
セ
ン
病
問
題

啓
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６
」

開
催
！

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

販
売
実
務
科
訓
練
生
募
集

　

販
売
実
務
科
で
は
、
就
職
を
目
指
す

知
的
障
が
い
の
あ
る
方
に
対
し
て
職
業

訓
練
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
29
年
度
訓

練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
第
１
回
選
考

▼
受
付
期
間
　

12
月
12
日（
月
）か
ら
　

　

１
月
13
日（
金
）

▼
試
験
日
　

１
月
23
日（
月
）

○
第
２
回
選
考

▼
受
付
期
間
　

１
月
24
日（
火
）か
ら

　

２
月
24
日（
金
）

▼
試
験
日
　

３
月
３
日（
金
）

　

ま
た
、
12
月
７
日（
水
）に
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
行
い
ま
す
。
応
募
方
法

な
ど
は
左
記
問
合
せ
先
ま
で
。

▼
問
合
せ
先

　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　

電
話
　

０
９
６-

３
７
８-

０
１
２
１

　

ワ
ー
ド
（
文
書
作
成
）、
エ
ク
セ
ル

（
表
計
算
）、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等
の

基
本
的
な
操
作
や
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
の

は
た
ら
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
コ
ー
ス

受
講
生
募
集

生
活
保
護
相
談
会
の
開
催
に

つ
い
て

人
権
相
談
の
お
知
ら
せ
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Informa on

　

毎
月
の
給
与
等
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
１

年
間
の
合
計
額
（
源
泉
徴
収
税
額
）
の

過
不
足
分
を
精
算
す
る
手
続
を
「
年
末

調
整
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

年
末
調
整
で
は
、
配
偶
者
控
除
、
扶

養
控
除
、
保
険
料
控
除
な
ど
の
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
控
除

を
正
し
く
受
け
る
た
め
、
勤
務
先
に
扶

養
親
族
や
保
険
料
な
ど
の
申
告
を
正
し

く
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に

伴
い
、
平
成
28
年
１
月
１
日
以
降
に
給

与
支
払
者
に
提
出
す
る
「
給
与
所
得
者

の
扶
養
控
除
等
（
異
動
）
申
告
書
」
に

は
、
一
定
の
場
合
を
除
き
、
給
与
所
得

者
本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者
、
控
除
対

象
扶
養
親
族
等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
人
吉
税
務
署
（
電

話
　

２
２-
２
３
１
１
）
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　

相
続
登
記
が
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
る
と
、

①
相
続
が
「
争
続
」
問
題
に
な
る

②
２
次
３
次
の
相
続
が
発
生
し
、
誰
が

　

相
続
人
と
な
る
の
か
調
査
に
時
間
が

　

掛
か
り
、
手
続
費
用
が
高
額
に
な
る

③
相
続
し
た
不
動
産
を
す
ぐ
に
売
る
こ

　

と
が
で
き
な
い
、
担
保
に
入
れ
ら
れ

　

な
い

④
所
有
者
の
把
握
に
時
間
が
掛
か
り
、

　

防
災
・
減
災
、
災
害
復
旧
の
障
害
と

　

な
る

な
ど
、
様
々
な
社
会
問
題
の
発
生
原
因

と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
権
利
を
大
切
に
す
る
た
め
、

ま
た
、
次
世
代
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
、

未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記
を
し
ま
せ
ん

か
？
詳
し
く
は
、
熊
本
地
方
法
務
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登

記
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
11
月
29
日
ま
で
の
間
に
到
来

す
る
全
て
の
国
税
の
申
告
・
納
付
等
の

期
限
が
、
平
成
28
年
11
月
30
日（
水
）と

な
り
ま
す
。
申
告
・
納
付
等
の
必
要
が

あ
る
方
は
、
平
成
28
年
11
月
30
日

（
水
）ま
で
に
手
続
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

振
替
納
税
を
ご
利
用
の
場
合
、
延
長

後
の
振
替
納
付
日
は
、
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。

▼
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

　

平
成
28
年
11
月
30
日

(
１)
平
成
27
年
分
確
定
申
告
延
納
分

(

２)

平
成
28
年
分
予
定
納
税
第
１
期
分

　

及
び
第
２
期
分

▼
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税(

個
人

事
業
者)

　

平
成
29
年
１
月
16
日

(

１)

平
成
27
年
分
確
定
申
告

(

２)

平
成
28
年
分
中
間
申
告
分(
複
数

　

回
あ
る
場
合
は
全
て
。)

(

３)

課
税
期
間
の
特
例
を
選
択
し
て
い

　

る
者(

複
数
回
あ
る
場
合
は
全
て
。)

▼
問
合
せ
先

　

人
吉
税
務
署

　

電
話
　

０
９
６
６-

２
３-

２
３
１
１

熊
本
地
震
に
係
る
国
税
の

申
告
・
納
付
等
の
期
限
延
長

措
置
の
終
了
に
つ
い
て

理
解
等
、
実
務
で
最
低
限
必
要
な
操
作

を
学
び
ま
す
。

▼
対
象
者

　

・
中
小
企
業
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て

　
　

い
る
方

　

・
離
職
中
で
再
就
職
を
希
望
す
る
方

　

・
概
ね
65
歳
ま
で
の
方

▼
申
込
期
限
　

　

11
月
25
日（
金
）午
後
５
時
ま
で

▼
講
座
日
時

　

12
月
３
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日

　

１
月
７
日
・
14
日
・
21
日

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
50
分

▼
受
講
料

　

１
万
２
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
・
税
込
）

▼
定　

員
　

先
着
10
名

▼
問
合
せ
先

　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

人
吉
市
相
良
町
１
２
５
３-

１

　

電
話
　

０
９
６
６-

２
２-

２
４
７
５

　

熊
本
県
（
熊
本
市
、
御
船
町
、
益
城

町
、
西
原
村
及
び
南
阿
蘇
村
を
除
く
。）

に
納
税
地
が
あ
る
納
税
者
の
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
28
年
４
月
14
日
か
ら

12
月
は
給
与
所
得
者
の

年
末
調
整
の
月
で
す

相
続
登
記
は
お
済
で
す
か
？
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Informa on

件　数

死者数

傷者数

熊本県内
多良木署管内
多良木町内
熊本県内
多良木署管内
多良木町内
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

平成28年　交通事故の発生状況
（　）内は対前年比　　【10月末日現在】

4,905
26
6
55
0
0

6,361
34
8

（－519）
（＋1）
（－1）
(－10）
(±0）
(±0）

(－656）
（－6）
（－5）

男性：4,684人
出生：4人
転入：9人

女性：5,307人
死亡：11人
転出：16人

人口：9,991人

世帯数：3,825世帯

人のうごき（11月１日時点） 11月の納税
国民健康保険税　７期
　　　　　の納入月です

30代向け人間ドック平成29年度申込みのご案内

　皆さんは大丈夫でしょうか。不規則な生活習慣が引き起こす生活習慣病は近年、増加傾向にあり、
その傾向は若い方にまで及んで来ています。また、女性特有のがんである乳がん・子宮頸がんにつ
いても若い女性（30代）での発症も増加傾向にあります。この機会に30代の皆さんも人間ドック
を受診してみてはいかがでしょうか。

健診機関：総合健診センター「コスモ」
 自己負担金：男性　12,599円（健診料金総額39,559円）
 　　　　　　女性　15,860円（健診料金総額48,860円）
 ※平成28年度料金の為、変更の場合もあります。
☆ 申し込み方法：平成28年11月、各世帯に「平成29年度 多良木町 集団健診・がんセット健診・
　 　　　　　　　人間ドック申込書」を郵送しますので、そちらに記入の上、提出ください。
☆ 問い合わせ先：多良木町保健センター　☎４２－１１００

必ずチェック最低賃金！
使用者も労働者も

　熊本県最低賃金が平成28年10月
１日から時間額７１５円になりました。
　この最低賃金は、県内すべての事
業所、労働者に適用されます。
▼問合せ先
○熊本労働局労働基準部賃金室
　☎ ０９６-３５５-３２０２
○人吉労働基準監督署
　☎ ０９６６-２２-５１５１

健康診断名 健康診断名
基本健康診査
胃がん検診
肺がん検診
大腸がん検診
子宮頸がん検診

甲状腺超音波健診
乳がん検診
腹部超音波検診
腹囲測定

血液検査、血圧、心電図、眼底、眼圧など
胃透視検査又は胃内視鏡検査
胸部X腺検査（直接2方向）
便潜血検査・S状結腸内視鏡検査
視診、内診、頸部細胞診、経膣超音波検査

甲状腺超音波検査
乳房超音波検査
上腹部超音波検査（肝・胆・膵・腎など）
腹囲測定、メタボリックシンドローム判定

検　査　項　目検　査　項　目

男性限定１２回コース

健康運動教室「ダンディコース」参加者募集
運動をしてダンディな男に！男性限定健康運動教室を実施します！
【対　象】町内在住、65歳以上で運動制限がなく、介護保険で
　　　　　認定を受けていない男性
【日　付】1/13(金)、1/16(月)、1/23(月)、1/30(月)、
　　　　　2/6(月)、2/13(月)、2/20(月)、2/27(月)、
　　　　　3/6(月)、3/13(月)、3/21(火)、3/27(月)
【時　間】午前９時半～午前11時半 　　 
【定　員】２０人（定員になり次第受付終了）
【場　所】多良木町保健センター 
【参加費】無料
【申込方法】１１月１０日（木）～１２月２８日（水）の間に、健康・
　　　　　　保険課高齢者支援係に備え付けの用紙でお申込み
　　　　　　ください。
　　　　　　詳しくはお問合せください。
【問合せ先】高齢者支援係　☎42－1255

充実した検査内容で
この料金！
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説　　　明

毎月１日・20日は、家畜防疫の日

可燃ゴミ

平成２8年10月分

平成２8年度累計(Ｈ２8.４月～Ｈ２8.10月)（Ａ）

前年度の10月までの累計（Ｂ）

（Ａ）－（Ｂ）

145,560㎏

1,030,200㎏

1,006,620kg

+23,580kg

町から出たゴミの量 不燃ゴミ

7,060kg 

55,600kg

58,000kg

－2,400kg

5

12

19

26

土金木水火月日

4

11

18

25

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

･･･保健センター

町内リサイクル
・久米公民館
・武道館　　

町内リサイクル
・赤坂集落センター
・里の城　　　　  
・黒肥地公民館　  

えびすの湯休館日
図書室休館日

役場閉庁日
図書室休館日

役場閉庁日
図書室休館日

図書室休館日

図書室休館日

図書室休館日 図書室休館日

町長交際費の支出状況（H28.10.1～10.31）

№ 件　　　名 金　額 支払先

１

2

3

4

熊本繊月会特産品提供

町長用名刺

川辺製菓本舗

（有）三協印刷

ライオンズクラブ
50周年記念式典御樽

相良村誕生60年記念
式典御樽

(有)みなみ

(有)みなみ

6,156円

5,400円

6,912円

4,185円

天皇誕生日

12月　くらしのカレンダー

期日 電話 休日当番薬局 （12月分）休日在宅医 （12月分）

休日在宅医・当番薬局 ■当番医の変更などがありますので、受診時は医療機関へご確認ください。

清
風
薬
局
サ
ン
ロ
ー
ド
免
田
店

（
４
９－

９
６
０
０
）

増田耳鼻咽喉科クリニック（あさぎり町）

緒方医院（相良村）

増田クリニック小児科（人吉市）

東病院（あさぎり町）

たかの眼科（あさぎり町）

公立多良木病院小児科（多良木町）

犬童耳鼻咽喉科（多良木町）

岩井クリニック（あさぎり町）

たかはし小児科内科医院（人吉市）

犬童内科胃腸科医院（あさぎり町）

権頭医院（相良村）

やまむら医院（あさぎり町）

こんどう整形外科（あさぎり町）

高田内科医院（錦町）

増田クリニック小児科（人吉市）

45-8001

35-0131

22-3570

45-5711

47-2550

42-2560

43-0777

49-2181

24-2222

45-1125

36-0008

45-0005

45-6555

38-3677

22-3570

４（日）

11（日）

18（日）

23（金）

25（日）

・くま薬局（35-1300）
・多良木いちご薬局（42-6888）
・山口薬局（42-2123）

・岡原けんこう堂薬局（45-6023）
・きりん薬局岡原店（45-1280）
・くるみ薬局（49-9630）

・きりん薬局原田店（42-6900）
・おかざき薬局（49-2905）

・くるみ薬局（49-9630）
・エスエス堂きりん本町薬局（45-6330）

・高階誠心堂錦調剤薬局（38-4940）

■診療時間は、午前９時から午後５時までです。

保

６ヶ月児健診
１歳２ヶ月児育児
相談

保

３ヶ月児健診保

２歳６ヶ月児健診
１歳児歯科検診

保

あすなろ会サイテク祭

くまさんおはなし会

あすなろ会球磨一周駅伝

保

保



社協だより

０１ ０ 再生紙を利用しています。

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
の
親
睦
を
は
か
る
た

め
、
社
協
・
老
連
共
催
の
高
齢
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

　

今
年
４
回
目
と
な
る
い
き

い
き
サ
ロ
ン
と
中
学
３
年
生

の
交
流
会
が
14
の
会
場
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
各
サ
ロ
ン

で
は
、
ガ
ン
バ
ル
ー
ン
体
操

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
ゲ
ー
ム
な
ど

を
準
備
し
て
中
学
生
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
自
己
紹
介
が

終
わ
る
こ
ろ
に
は
緊
張
も
ほ

ぐ
れ
、
そ
の
あ
と
の
茶
話
会

で
も
会
話
が
弾
み
、
楽
し
い

交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
の
た

め
に
と
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
善
意
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故

人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略：

受
付
順
）

中
村
ヨ
ミ
子（
故 

登
々
見
）久
11
区

椎
葉
カ
ヨ（
故 

睦
男
）多
８
区
の
１

上
村
豊
一（
故 

絹
子
）久
４
区

甲
斐
　

重（
故 

照
代
）黒
西
４
区

甲
斐
　

緑（
故 

上
米
良
ミ
ツ
子
）久
10
区

吉
村
公
孝（
故 

ト
イ
）多
３
区
の
２

吉
田
ル
イ（
故 

集
作
）多
１
区
の
２

颯
々
野
美
智
子（
故 

久
人
）黒
１
区
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し
ま
し
た
。

　

世
代
間
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
、
44
チ
ー
ム
（
３
０
５
人
）

の
参
加
の
も
と
、
前
回
優
勝
チ
ー

ム
多
良
木
８
区
の
１
の
林
田
政
信

さ
ん
の
選
手
宣
誓
の
あ
と
競
技
に

移
り
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〔
成
　

績
〕

　

優
勝
　

黒
肥
地
７
区
Ｃ

　

２
位
　

多
良
木
８
区
の
１
Ａ

　

３
位
　

多
良
木
10
区
の
２

　

４
位
　

黒
肥
地
１
区
Ｃ
　

　

５
位
　

多
良
木
３
区
の
１
Ｂ

　

多
良
木
中
学
校
３
年
生
を
対
象

に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。
認
知
症
に
つ

い
て
の
正
し
い
理
解
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
役
割
な
ど
の
講
義
の

あ
と
、
自
分
た
ち
が
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
で
き
そ
う
な
こ
と

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
話

し
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
困
っ

て
い
る
方
が
い
た
ら
や
さ
し
く
声

か
け
を
す
る
な
ど
た
く
さ
ん
の
意

見
が
出
ま
し
た
。

　多良木町民体育館で開催された人吉・球磨
美術連盟作品展にデイサービス利用の皆さん
の作品を出品しました。色紙に絵を描くのは
初めてという人ばかりでしたが、自分の作品
が展示されているのを観て、とてもうれしそ
うでした。主催者のご厚意に感謝いたします。

　10月20、21日の両日、多良木小学校の児童の皆さん
や福祉団体・ボランティアグループの皆さん（87人）に
ご協力をいただき、恵
比須神社周辺や神輿パ
レードに参加しながら
赤い羽根の街頭募金活
動を行いました。会場
では多くの皆さまにご
協力いただきありがと
うございました。

第第第
474747
回回回

高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

高高
齢齢
者者
ググ
ララ
ウウ
ンン
ドド
ゴゴ
ルル
フフ
大大
会会

第
47
回 

高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

デイサービスセンター
「クレヨン画」を出品

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

えびす祭りでの街頭募金
ご協力ありがとうございました

いきいきサロンといきいきサロンと
多中３年生の交流会多中３年生の交流会
いきいきサロンと
多中３年生の交流会
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